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同和鉱業株式会社柵原鉱業所納

800kW立坑巻上設備について
800kW Shaft Winding Equipment Delivered to the Yanahara

MiningPlant,DowaMiningCo.,Ltd.

木 勝* 渡 部
MasaruAoki TomijiWatabe

治*

内 容 梗 概

木~出札巻上謂灘は,800kW巻上機,スキップ,址底積込設僻,鉄塔,坑口放出設備などの

原
TakeshiTakahara

設備から成る

コソバイソドスキップ巻上設備で,スキップによる鉱石巻上,ならびにケージによる人員昇降,器材運搬に使

用するものである｡

運転は眈底における鉱石楕退から坑口での放出を終わってふたたび坑底に戻膏(1サイクル)[1動｢伽こ次のサ

イクルに移る一貫Lた全日動運転であって,全自動運転中は坑庇の貯鉱ビン中の鉱石が完全にからになるまで

巻上･巻下が繰り返えし継続される｡

各部の設計製作にあたってほ,稚々の新機軸が採用され,それらはⅠ二場および現地試験で詳細に調査検討さ

れた｡昭和36年1月より好調に続けられている営業運転においても,計画能力以_との巻上実績を得て所期の

優秀性が実証された｡

以下その全容と粕に--1:f心を払った点を記してご批判を仰ぎたい｡

1.緒 言

この巻上設備ほ,同和鉱業株式会社柵原鉱業所との綿密な検討打

合せに基づき,日立製作所の技術陣によって達成されたもので,12

時間/日,25日/月の運転の下で,一月当り70,000tの硫化 を巻き

上げることを目標に製作され,スキップによる鉱石巻上のほか,ケ

ージによる人員昇降および器材運搬にも使用される｡

本設備は舞l図に示すように,巻上機,坑口における鉄塔および

鉱石放出設備,コンバインドスキップおよび坑底における積込設備

から成り,積込･巻上･放出はすべて 動自動運転され,坑内の貯

鉱ピソが完全にからになるまで繰り返し,巻上運転を継続する全自

動運転方式が採川されている｡

これらの設計 作にあたってほ,種々の新機軸を採用し,工場お

よび現地において詳細な試験 査を行なって,各部の特性せ確認し

た｡さらに昭和36年1月より営業運転のスタートを切ったが,現在

まで約20筒月余の実地 転の結果,計画を上回配る巻上能力を示す

優秀性が実証されている｡

(なお巻上棟用電気設腑についてほ稿を別にしてある)

2.巻 上 機

巻上機は坑外巻上棟宅2階の伏面に設置され,ワードレオナード

制御方式によって駆動さjl,ブレーキェソジンには日立連動形が採

用されている｡

本機の配置を舞2図,外観を第3図にホす｡巻_lニドラム正面のデ

スクセットほ,冷暖房装匿付の運転室軸こ収められており,運転に

必要な封

2.1仕

ハンドルおよびスイッチ頬を合理的にまとめている｡
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索 直 径 38mm

制 動 機

電 動 機

健*

種 類 6×F[(3×2+3)+12十12〕

下方支点ポスト形圧気操作式

800kW直流電動憾

回 転 数 0～±47.8rpm

運転は前述の連続仝日動運転のほかに,手動によっても行なうこ
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第2図 800kW

第3｢賀†800kW 巻.L機外観図

とができる｡これらの運転のケースを策】表にまとポ)て示した〔

2.2 本 体

巻上機本体は直流電動機に両結されたドラム部分,ベアリング,

ブレーキなどから構成されている｡

ドラムほ単胴複巻式で,ロープの調整に便利なように,ドラムl勺

部に上巻ロープ用および~F巻ロープ用の,おのおの一組のマガジン

ドラムが設けられている｡

ドラムはドラムセンター,ドラムセル,ラッギソグなどから成

り,ドラムセンターは鋳鋼弘 ドラムセルほ鋼板 で,輸送の関係
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第1表 巻上機運 転 ケ ー ス

から二つ判りで Fされ,現地で一休のものに組み立てられた｡

ドラムの設計にあたっては,長年にわたる経験と多数の模型ドラ

ムによる研究の成果(1)を生かL,軽量でしかも必要十分の強度を持

たせた｡またロープの｢7ガジンドラムへの巻込l二1には当社独特の設

計を採用している(2)〔

マガジンドラムはコンパクトな構造で,ドラム軸とブッシュを介

して滑動する｡マガジンドラムの駆動は外部より電動機によって行

なわれるが,不要の場合には,駆動電動機およびスプロケットホイ

ールを取りほずしておくことができる｡

ブレーキドラム部分は,ブレーキ時の発熱を考慮して,空冷フイ

ソを多数設けて冷却効 を増し,外観もできるだけすっきりとした

ものにするよう注意した｡この結果現地で制動試験をひん繁に繰り

返しても,ブレーキドラムの限度上昇は問題にならなかった｡

ドラム軸は一体に鍛造されたフランジ部分を持ち,直流電動機軸

とこのフランジ部分で,12本のリーマボルトで強固に結合され,そ

の結合面にはさらにトルクを受け持つ半径方向のキーがそう入され

ている〔

ドラム軸の凹転中に生ずる両振れ応力について,現地でドラム軸



1526 昭和37年10月 日 止 評

(ミご

h
三
上
撃
讐
宗
義
苛
ゴ
∵

〝 / プ J イ ∫ ♂ 7

巻上速見(年々)

β β ノ♂

第4図 ドラム軸部分の摩擦トルク

表面の数節所について実測したが,きわめて低い90kg/cm2程度の

伯であることを確認した｡

主軸受i･まできるだけ高さを低く安定な形状に設計されており,｣一二

軸受内部のメタルほスフェリカルタイブとしたので,十分な受圧面

積を持っている〔ドラム申由ジャーナル部は 仕上が施されているの

で,メタルと容易になじみ,運転中の摩擦が非常に少ない｡主軸受

の潤滑にほ,歯車ポンプによる慮制給油のほかに,低速Id転におい

ても確実な潤滑が期待できるオイルカラーが けられている｡さら

に温度上昇を検出する温度計ならびに温度警報器を備えて万全を期

している｡

ドラム軸部分でのJ 擦トルクを実測した結果を弟4図に示す∩ こ

れによれば回転速度が卜昇するにつれ, 擦トルクがわずか増加

し,スピード10m/sのところで最大210kg-m(使用電動機定格ト

ルクの1.3%)であってきわめて′｣､さい｡この 果実負荷連続運転に

おいても,軸受部分の温度上界ほ5℃以内でまったく問題にならな

かった｡

ブレーキほ下方支点ポスト形であって,ブレーキシ/ユーほケヤキ

材にアスベストライニソグを施こしてある｡ケヤキ材i･ま制動時それ

ぞれ約1.Ommの弾性圧縮変形を生じ 急速制動を行なっても,適

度のクッショソ作用を行なってショックの防止に有効であることが

確認された｡

ブレーキポストほ鋼板溶接構造で,スマートな円板形ドラムとマ

ッチするよう外形について考慮が払われている〔ブレーキの各ピン
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第5図 制

第44巻 第10号

ジョイント部にはすべて高旺軸受メタルと,高周波焼入研摩ピソを

使用し,潤滑は確実に行なわれている∩

本ブレーキに採用Lたブレーキエンジンほ日立速動形であって,

その特性ほ非常にすぐれたものであるがこれについてほ別項(3)を参

照されたい｢.

ブレーキ系統全体ほできるだけ 量でしかも卜分の強度を持つよ

う検討のうえ設計されており,ブレーキピストンの押上力がタイロ

ッド上に伝達されて締付力となる場合の,締付力の伝達効率ほ90%

以上であることが実測されている｡

2.3 制 御 装 置

本巻上機用制御装間の配繹岡を第5図に示す〔

制御装『たの巾で機柁的部分は,｢1勅運転および手動川レオナード

カム辟,ギヤドリ

構成されている｡

ットスイッチ,これら制御部の駆動系などから

レオナードカムほベースサークル800乍らという大形のもので1/20

の微小スピードまで正確に制御できる｡駆動系は,.ドラム軸とレオ

ナードカムおよぴギヤドリ ミットスイッチ間の位相ずれがきわめて

小さくなるよう,また各部のガタおよびたわみができるだけ少なく

なるよう考慮されている｡すなわち伝導歯申ほすべて精密級であ

f),スパイラルベベルギヤや特別注文の丈夫な自動車爪プロペラシ

ヤフトが採用されている｡この結果駆動系の誤差の 合値ほ800¢

レオナードカム上切線方向に±30kgの負荷を加えた場合, 削値

±0.5mm以下であった∩ またドラム軸端で制御装荷を騨動するに

要するトルクも非常に小さいことがわかった∩

ロー【プの伸びを修正する場合,その作業を容易にするために一方

のケージについてのみロープの切りつめ作業を行なうが,そのロー

プ切りつめ一罷は両方のケージの分の,ロープの伸びの和を→方で処

理し,これによって牛じた両ケージとレオナ∴川ドカムとのf崩日ずれ

を,位和調整装置で修正すjtばエい｡このためケーペ巻上機で使用

するような深度計位相調整装群が備えられている｡

レオナードカムi･も 自動運転用のほか,手動運転用として巻上区

閃に応じ 合わせて5組があり,運転区二間切り換えにより,電

置サーボが使用レオナードカムを自動的に選択し,デスクセットに

は選択された運転区間がランプに表示される｡手動運転の場合ほ日

立製作所特許の運転装繹が例ぺり)｡これほ起動時ハンドルをわずか
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カム軋く効用減速機

レオナードカム部分

ソーサプ(減Jt弁および絞り弁操作部)
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レンニ/ヤルギヤ

プレーーキモータ

〔シフタ駆動制御)
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第6図 デ ス ク セ ッ ト

操作すれば,あとは/ミネが作川してハンドルを加速方l如こ操作し,

そのままハンドルほ全速,減速レく二l了_i~]もi′l動l伽こ制御され,運転者は

着床の際にふたたびわずかにハンドルを操作するだけでよい｡

2.4 デスクセット

弟d図に示すデスクセットには,手動ハンドル,非常ハンドルお

よび自動手動切換ハンドルの3本の運転ハンドルをはじめ,運転に

必要な計器
,スイッチ,表示燈がまとめて組み込まれている｡

デスクセット中火に深度∫汁があり,ドラム軸端から位相調整装拝

その他を介して機械的に駆劇される｡沫度計指針は投光式で,→本

のスリット状の着色光が針のせん端から各巻上Ix二間および遇巻き区

間が一汁でわかるよう色分けされた表示板Lに投恍されており,夜

I榔においても容易に深度を精密に読み取ることができる｡また運転

第7L対 抗 込､底 い

〓

1527

巾この光が何かの原因で突然消えても危険がないよう特に注意が払

われている｡現地での実運転の経験によれば,直二接ロープの標識を

用いなくとも, スクセット1二の深度計のムでヲ≡‖j上さし

つかえない範囲内の着柾精度が得られることがわかった｡なお深度

計指針の位相は,一里独でも容易に調整ができる隅造になっている｡

運転ハンドルほ,1本ハンドル,非常ハンドルおよびI′~】勅

切換ハンドルの3種であって,1本/､ンドルは手動 転の際に使用

され,手動ブレーキ操作および巻上速度TliU御の2操作ができる(5)｡

これらハンドルの支持ノ､〔ミヤ重要なピンジョイント部にほころがり軸

受を採用するなどして操作時に軽く,しかもガタが少ないように考

慮されている｡/､ソドルの操作に要する力は1k三以下である｡そ

のほかこれら/､ソドル｢用には,保′友用インターロック～L完備されて

いる｡

3.積 込 設 備

3.1坑底積込設備

3.1.1全体の構造および動作

坑底精込設備の全休配僅を舞7図に示す｡本設備ほビン下ホッ

パ,メジャリングホッパ,緩律J装置,連絡シュート,移動シュート,

積込シュートおよび昇降装置から成る｡各ゲートほリミットスイ

ッチ,タイムリレー,マグネットバルブにより,~設備汗1休および

巻__ヒ機とのインターロックを保ちながら,U諸軒空気(正宗)によ

り操作される｡鉱石の運搬容器憬スキップとケージとを一体に組

み合わせたコンパイソドケージである｡各漬込機裾ほ灘l■】ilな鋼製

わく姐に支持されている｡積込の動作は次の~要領で子~fなわれ,繰

り返し全自動操作される｡批底の1,500トン貯鉱ビン丹こ貯蔵され

た鉱石は,チェーソゲート,ホッパゲートを開くことによりメジ
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第8図 坑底積込設備の1サ イク ルのチ
エーテ

イ

ヤリングホッパ内へ落下する｡.メジャリングホッパは計量機(ロ

ードセルを利用)を備え鉱石を規定量だけ計屯し,ホッパゲー

ト,チェーソゲートを閉じる｡スキップが~F降し規定の積込位置

にくると,積込シュートに取り付けられたロックローラ(積込シ

ュートの閉鎖装置)をスキップによってほずし,積込シュートが

スキップの受 口へ向って開くと同時に,メジャリングホッパゲ

ートを開く｡かくしてメジャリングホッパ1月の鉱石ほ連絡シュー

ト,移動シュートむ通ってスキップ内に積み込まjtる｡メゾー17リ

ングホッパがからになったことを確認Lてメジャリングホッパゲ

ートは閉じ,それから数秒間置いて巻上機に起動指令を与え~三で

同時に積込シュートは閉鎖する｡巻上機が起動すると,チェーン

ゲート,ホ､リバゲートが開いて,メジャリングホッパ内に鉱石が

渚~Fする｢以_との戯作が練り返しl′Ⅰ動的に行なわれるが,手動挫

rl~三も,調整などのために各機器を単独に操.ソトすることも可能であ

る｡策8図は坑底屑込設備の1サイクルのデューティを示す｡.各

機一掛ま緩衝器を備え,すべて防じんカバーによって保護されてい

る｡操作には坑内圧気を使用するとともに眈底設備-l､1ノニ用のコンプ

レッサを設け,坑内U三気がなくなった場合に切り換えることがで

きる｡正気系統にほ,オイラ,フィルタをそう入し,圧気シリン

ダ内の潤滑を行なっている｡各シュート,ホッパにほ,スキップ

や坑l-り揖明設備同様,全面的に低マンガン鋼の交換可能のライニ

ソグを施してある｡

3.1.2 チェーンゲート,メジャリングホッパ

スキップに過不足なく規定量だけ 石を積み込むためには,チ

ェーソゲート,メジャリングホッパ,計重機の関
動作が確実に

行なわ右点ければならない〔鉱(寺の塊度,湿りに影響されずに定

められたl咋削l勺に汁膚できるように特に注意が払われている′-.メ

ジャリングホ､ソバは卜部に緩衝器およびロードセルを備え,鉱ハ

の溝空をホッパの1二~卜のストロークおよぴロードセルのひすふに

より検～-1=ノている｡鉱石の倣い､落日こ対して も言 に実確㈲

動作する｡.メジャリングホッ/ぺはわく組にべアリソグ入りガイド

ローラを介して支持されている｡第9図にチェーソゲートおよび

12

まロードセル

タイムリレ

さ他になるがロック
ローラでロックされて
問カ＼ない｡

第9図 チエー1/ゲートおよびホッパゲート

ホッパゲートを示す｡

3.1.3 移動シュート,昇降装置

本装置ほ,ロープが伸びてスキップの停止位置が下っても,積

込シュートから鉱石が立坑内に落下しないように,スキップの受

鉱口に合わせて積込シュートの位置を調節するものである｡移動

シュートほ7.5kWモータおよび 励装mにより昇憐される｢.駈

勤装置と移動シュートとはスクリューによって 結されている｡

スクリューにはユニバーサルジョイントを汀Jいてあるので,駆動

装躍と移動ツユートの小心が多少iト)ても無雌なく上下できる｡

移動シュートほわく如にべアリソグ入りガイドローラを介Lて支

才､fされている｡シュートの昇降は撹作デスクまたほ駆動装置部の

■両所で捜†′ドでき,セルシソ発信;掛こよりシュートの高さを操作デ



同和鉱 社柵原鉱

第10岡 坑庇も与込操作デスク
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スクに表示Lている｡､移動シュート相澤に伴い,移劇シュートに

放り付けられているスキップ停止リミソトスイッチ,シュート非

常引込スイッチ,ランディソグー′グネットスイ､ソチ,桁込シュ】

トも矧降する｡.移動シュートは最大1,4001Tlnlまで調整できる｡

3.ト4 積込シュート

杭込シュートは鉱杵三ビスヤップに桁ん込む部分と,スキ＼リブが

過降状態になった際に積込シュートがスキ､ノブに当たるのを防ぐ

ための非常引込装鞋から成っているぐ積込シュートほ常に開き側

に圧縮空宛が通じているが,機帆竹なロックロ山ラで抑えられて

いる｡スキップが下降Lて,ロックローラを解除すると積込シュ

ートを開く機伸銅こなっているハ スキ･ソプがi釧葦状態になる際は策

る図に示すシュート引込非常スイソナにより,J上矢作動Ⅵ引込シ

リンダが働き,桁込シュートな･斜後方に逃がL｣こi響ぞ込シュートとス

キップの接触を避けている｢.L/二がって,ロックローラの桝除ほ

了Jなわれず鉱石の椚ふ込ムヰ)行なわi=とい｡.

3.】.5 操作デスク

坑底債込設備の据侶･土,すべてコン′ぺクトに設計さ′1l_たデスク

セットでなされる｡デスクセットには漬込ぷ瀾の日勤運転,手助

運転,調整運転別の切換スイソナ類および計重機川の各回重刷◆旨

示狙,計重l局数計,移動シュートのト■げ描添灘,スキップ位腔豪

ホ崇謹,ホッパ満空表示,シュート開閉 ホランゾなどがまとめら

れている｡第10図ほ坑底積込拙作デスクを示す′

3.1,る 保安インタロック

(1)桁込.甘帖のインタロック

(a)スキップが卜降Llも■f込シュートが闘いたときのふメ

ジャリングホッパゲートが開くが,このときは必ずチェーン

ゲート,ホッパゲートは閉じている｡

(b)メジャリングホッパが動作不良を生じた場合,鉱石が

ホ､ソパか 附するので,チェーソゲート,ホ､ソパゲートの

復元ほタイムリレーで後/ト㌧追従す三ノ｢.

(c)け㌦故粕こ対し,ケ汗け気シリンダほ■柚匡に｡にり閉Ilす

る構造でニヒ)る｢.

(2)巻上機とのインタロック

(a)巻上機の起動指令はスキ､ソフが卜降し,損･ん込入招_j二

ない,損込シューートが閉じることによって姑壇て粟津られ

ノ〇ロ
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第11図 コンノミインドスキッブの構造図

(b)過巻卸時の巻上慌非惰≠lJ動時のみ,址庶も■f込設伯の非

常停ILが掛かる｡

(c) 絞自動逆転r-い,掛転貝が巷卜臓叫弓川｣旨1ナの抑ボタ

ンむ操作Lたときほ,スキップほ~【~亡夫証印一亡にきてil二るれ こ

のとき机込シュートほ開くが,メジャリングホ､ゾ/しゲートは

閉じたままで開かない｡

3.2 コンバインドスキップ

人£~ほたほ鉱車な枯服するケージと鉱石と机戦するスキ､ソナとな

一休に結合Lたものである｡ケージは2.231113の鉱車または人‖14

人な桁赦しうる一段デ､ソキケージて鉱l~1り‖ストッ′りJ上び人川1J安

全ド7が付いている(ノ友1モドアはろニイ†に伸縮し,鉱小二も■ト陳=寺はケー

ジのl勺倒｣へ折F)込むエうになっている｡スキ､ソプは卜析ふ込みで鉱

石の放川ほ放出~l位什~ごのダンピングガイドによる拭l柑き形で,一糾止

は鉱石5,5001qを精髄する｢.スキッフlノ引用には低マンカー'ン銅の交換

可能な内張りを施してあるrJ38111111径のロープとケージはクレム

カウシェ形ロープクランプ■によって連結されているほかチェーンに

よる補助つり具を備えている｡ケージには停止指令リミットスイッ

チ用ストライカ,ランディソグマグネットスイッチ用可動コア,停

止位置表示用マグネットコアが取り付けられている｡ガイドローラ

ほ,空気入航空機mゴムタイヤとゼロプレ､ソシヤタイヤとの乱入合

わせにLにf)偶成さJt,ケージスキ､ソナのトト4｢`師机二取両肌仁u,

る㌧.なお本､■功tのガイドほ拍殊形鋼によるスチーーールノトイト㌧ケー

ジは佃腑けrドてふる..スチールカ､イドとゴムタイヤにエるガイド

ノん℃ほ,直流巷_日掛汀制御と相まって非.附こ1:い､乗心地な発揮して

いるr､スキ､ソゾの卜抑こほ情殊刃サト⊃j三三物理搬にも便なるようにフ

ックを設けてふる｢.舞11図にコンバインドスキッゾの構莞再㍑,

第12図にガイドローラの構造な示す｡
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第12図 ガイド ロ ー

ラ構造図

第131対 スキッフの鉱石放]_与後の状態

第10号

第14図 スキップがダンピングガイドに入ったときの状態

3.3 坑口荷明設備

址【1荷明設備は,ダンピングガイド,やぐら基部,ダソビングシ

ュート,貯鉱ビンから成る｡スキップが鉱石を杭戟して放出位置へ

｣二舛してくると,スキップの底ぶた閉鎖装躍のカイドローラが,や

ぐら基部に取り付けられたダンピングガイドにはいり込む｡ダンピ

ングガイドほ,スキップの上昇とともにスキップの底部をダソピソ

グシュート側へ押L出すと同時に底ぶた閉鎖装置を解放する｡スキ

ップの底ぶたは開いて積載している鉱石をダソビングシュートを通

して2,000トソ貯鉱ビンにが川ける｡放出が終わったスキップほ下

降L_なが仁ノふたたびダンピングガイドに導かれて底ぶたを閉鎖して

址底へ卜降していく｡舞13図にスキッゾが鉱イiの放出が終わった

ときの状態~を′Jけ｡弟14図はスキップがダンピングガイドにはい

った様√をホす｡
3.4 や ぐ

鋼板撃具1く形やく'､らてボックス椎造を採用している｡やぐらは直柱

部,/ミックステ一弘やく■ら頂部より成り,出仕弧 やぐら頂部の全

第15図 や く､･ら の 全 体

高は37.3m,バックステ一部の高さほ53.8mで基礎コンクリートに

剛節固定されている｡直佐郡にほダンピングガイド,バッファ,安

全つかみなど計備え,やぐら項部にほ,ヘッドシープ,ヘッドシー

プ軸受,ヘッドシープ組立修理用兜冶,避′.行針などが設けられ,や

ぐらの各部にヨ一三る階段足場を完備している｡コンバインドケージの

停止位置には,停止用リミットスイッチ,ランディソグマグネット

スイッチ,ケージ位置検出器が取り付けられている｡夜間ほ水銀燈

により照光される｡なおこのやぐらほ立妊掘進にも使用された｡第

15国はやぐらの全休を示す｡

3.5 ジャンクションレール

坑l一丁放出位置壬と坑瓜積込トンニ闘吊にほ,､'′二坑途11｣に4m所の小段水

平坑道ガ應り,この部かこほ人仁一1川年.-Ⅰ■･∴=パ琉車漬み潤しのために

ジャンクショソレールが.設けてある｡舞】る図ほ鉱事績降し部に用

いらJLるジャンクションレールの構造l紆である｡ケージが側面ガイ

ドを採用し,奥有､j▲法′と′鉱車全長より丸まくユ】kって適量な軽くしたた

め,ジャンクショソレールほ鉱卓の台車下仙こすペリ込むような偶

14
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第16図 ジャンクショソレール構造図

所納800kW立坑巻上設備について

造で,紆んだ場合にほジャンクショソレールは折iフたたまれてい

る｡仙術操作は圧気シリンダと重錘によって行なわれる〔

人員昇降部のジャンクショソレールは簡里な手動操作のものとし

てある｡

4.全 自 動運転

空スキップを坑底債込位抑こ弟妹させ,巻上機および精込装置を

仁1動運転に切F)換え,l′l動運転 動ボタンを押すと,スキップ1ノ車こ

は計桶された5,500lくgの鉱れがl]動的に桁ふ込まれる｡積み込みが

完了すると巻上機には 動指令が発せられ,主電動機電流が一定値

に達する頃ブレーキが解除され,巻上機はスムーズにイl勅題勤し加

速をl脚絆する｡→刀精み込みを完了した折込装置は,巻上機 動

後,すぐさま次の精左込･左に備えて,5,500kgの鉱了Jの日動計重を

15

1531

開始する｡

スキップは最高10m/s一定速度で巻き上げられたのち,定めら

れた位置から減速にはいり,ついに0.5m/sの微速にまで減速され

て鉄塔のダンピングレールに導入されながら,スキップ底部のふた

を開いて鉱石を放皿し停止する｡停止 度は非常に安定している｡

この間他方のスキップは坑底に達しており,ここでふたたび鉱石積

み込みが行なわれ,以後前述の動作を繰り返す｡

こうした鉱石巻上サイクルは坑庶の1,500tピソ内の鉱石がから

になるまで,白動的に連続される｡

｢1動 転の1サイクル所要時間ほ,ドラムラッギソグの平均摩

量14.5mm(半径で)のとき,弧8秒以内であった〔この内訳は巻_ヒ

時間72.2秒,積込時間8.6秒である｡

ドラムラッギソグの平均摩耗限度ほ40mmであるが,この場合

は1サイクルの巻上時間が最大となり73.1秒になる｡ にドラムラ

ッギソグの摩耗がまったくない場合の1サイクル巻上時間は71.7秒

となることが推定される｡これから1個月の巻上能力を計算すると,

12時間/日,25日/月の運転で最大73,800t～最小72,700tであっ

て,計画時の巻上能力70,000tを常にL阿ることが確認された｡

5.緒

以上述べたように,この立坑巻上設備は,昭和36年1月納入以来

順調な営業運転を続け,その巻上回数もすでに20数万回に達し,な

お日夜稼動している｡

本巻上設備の実掛こより,連続全自動運転方式ほ完全に実用期に

ほいったことを示L,今後の宜坑

搬の合理化が進められるに伴い,

搬方式に方向を与へ,鉱山の運

うLた宣坑巻_h設備が次々に吏巨

設され偉力を発揮することが期待される｡

現地据付調整試験ほ,かなりの長期にわたったが,その間同和鉱

業株式会社柵原鉱業所の【 係各位に,いろいろとご協力を賜った｡

これらの方々に対L厚く感謝する｡
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